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発生様相の関連性について検討した。その結果，エタノール水溶液の液体構造は 10 ～ 40wt％，50 ～
70wt％および 80 ～ 100wt％の範囲で大きく異なる構造を取っていると考えられる。
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ABSTRACT
　　In	this	study	aimed	at	 the	elucidation	of	 the	mechanism	that	 the	effect	of	acoustic	cavitation	
gives	to	physical	properties	and	 liquid	structure	of	 the	ethanol	aqueous	solution.	The	experiment	
generated	 the	acoustic	 cavitation	 for	30	 seconds	 in	 the	ethanol	aqueous	 solution.	We	examined	
relevance	 to	 the	aspects	of	 acoustic	 cavitation	and	 to	dissolved	oxygen	 that	was	measured	by	
dissolved	oxygen	meter	for	organic	solvent	and	by	iodatimetric	titration	method.	Dissolved	oxygen	
showed	a	different	tendency	 in	the	dissolved	oxygen	meter	 for	the	organic	solvent	and	the	 iodine	
titration	method.	Radical	OH	showed	the	increasing	tendency.	It	is	thought	that	a	liquid	structure	of	
the	ethanol	aqueous	solution	is	different	in	0wt%,	10 ～ 40wt%,	and	50 ～ 70wt%	and	80 ～ 100wt%.
		



















































　エタノール水溶液 400ml（溶液温度：293 ± 1K）に
超音波発生装置の振動子先端を 10mm没水させ，振動
子先端から容器底面までを L=8.8mmとした。発信周波

























































3.2　有機 DO 計による溶存酸素 DO 測定
　Figure1 に有機溶媒用 DO 計で測定した DO と濃
度 C	[wt%] の関係を示す。照射前の DO（以下 DOob）




脱気効果により減少している。しかし，20 ～ 70wt% で
は照射前より増加する凸型の線形を示した。特に 30 ～













　Figure	2 にヨウ素滴定法による DOと濃度 C	[wt%]
の関係を示す。照射前の DO（以下 DOIb）は 0wt% を
基準に 60wt% まで増加傾向を示し，その後 100wt% ま
で減少傾向を示す凸型の線形をとった。ただし，60wt%
以降で示す減少傾向は 10wt% ごとに勾配が変化して
いる。照射後の DO（以下 DOIa）は 0wt% を基準に
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るのだと考える。20 ～ 70wt%は DO=15mg/L 以上であ
り，構造内に大量のガスを抱え込んでいる。
3.6　KI 法による OH ラジカル生成の確認























































L 以下で特異な挙動を示す 10wt% や 80wt% は支配
































４）80 ～ 100wt%：50 ～ 70wt% と同様に気液界面でエ
タノール分子の層を形成し，ガスはコロイド粒子のよう
に存在する。しかし水分子が少なく水分子層が形成でき
ない。バブルが浮上し，気液界面に到達した際，バブル
表面に均一圧力が気液界面から吐出した部分で解放さ
れ，バブルの破壊が起こる。これにより，エタノール分
子は，気層側へ揮発するような挙動を示す状態と気液界
面で，気層側に疎水基を向けた状態で存在するため，こ
の濃度域はDOが少ないと考える。
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